
染料・顔料の中間体の製造工場における膀胱がん発症事案について 

 

１．事業場の概要 

  業種：化学工業製品製造業（染料・顔料の中間体の製造） 

  労働者数：約 40 名 

 

２．事案概要 

○ 平成 27 年 12 月３日、事業場から、当該事業場の労働者４名（他に退職

者１名、計５名）が膀胱がんを発症している状況について、所轄の労働局

に報告があった。 

○ 現職労働者４名については全て男性、年齢は 40 代後半から 50 代後半、

当該事業場での就労歴は 18年から 24 年。 

○ 所轄の労働局・労働基準監督署及び独立行政法人労働安全衛生総合研究

所において、作業実態や発生原因について調査を開始。なお、膀胱がんを

発症した労働者には、会社を通じて労災保険の請求勧奨を行っている。 

○ これまでの調査により、膀胱がんを発症した現職労働者４名については、

オルト－トルイジンをはじめとした芳香族アミンの原料（別紙２参照）か

ら染料・顔料の中間体を製造する工程において、原料を反応させる作業、

生成物を乾燥させ製品にする作業に共通して従事していたことが分かっ

ている。 

○ 厚生労働省としては、引き続き、オルト－トルイジンを中心に原因の究

明作業を行う。 

別紙１ 


